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第 １ 章 総 則

（ 大 学 院 設 置 の 目 的 ）

第 １ 条 群 馬 県 立 県 民 健 康 科 学 大 学 大 学 院 （ 以 下 「 本 学 大 学 院 」 と い う 。 ） は 、 看 護

学 及 び 診 療 放 射 線 学 の 理 論 及 び 応 用 の 教 授 及 び 研 究 を 通 じ て よ り 高 い 専 門 性 を 有 し 、

指 導 的 役 割 を 担 う 人 材 を 育 成 し 、 も っ て 地 域 社 会 に お け る 健 康 と 福 祉 の 向 上 並 び に

看 護 学 及 び 診 療 放 射 線 学 の 発 展 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。

（ 自 己 評 価 等 ）

第 ２ 条 本 学 大 学 院 は 、 そ の 教 育 研 究 水 準 の 向 上 を 図 り 、 本 学 大 学 院 の 目 的 及 び 社 会

的 使 命 を 達 成 す る た め 、 本 学 大 学 院 に お け る 教 育 研 究 活 動 等 の 状 況 に つ い て 自 ら 点

検 及 び 評 価 を 行 い 、 そ の 結 果 を 公 表 す る も の と す る 。

２ 前 項 に 規 定 す る 点 検 及 び 評 価 の 項 目 並 び に そ の 実 施 体 制 に つ い て は 、 別 に 定 め る 。

第 ２ 章 組 織

（ 課 程 ）

第 ３ 条 本 学 大 学 院 の 課 程 は 、 博 士 課 程 と し 、 前 期 の 課 程 及 び 後 期 の 課 程 に 区 分 す る 。

２ 博 士 課 程 の 前 期 の 課 程 （ 以 下 「 博 士 前 期 課 程 」 と い う 。 ） は 、 広 い 視 野 に 立 っ て

精 深 な 学 識 を 授 け 、 専 攻 分 野 に お け る 研 究 能 力 又 は 高 度 の 専 門 性 を 要 す る 職 業 等 に

必 要 な 高 度 の 能 力 を 養 う も の と す る 。

３ 博 士 課 程 の 後 期 の 課 程 （ 以 下 「 博 士 後 期 課 程 」 と い う 。 ） は 、 専 攻 分 野 に つ い て

研 究 者 と し て 自 立 し て 研 究 活 動 を 行 い 、 又 は そ の 他 の 高 度 に 専 門 的 な 業 務 に 従 事 す

る た め に 必 要 な 高 度 な 研 究 能 力 及 び そ の 基 礎 と な る 豊 か な 学 識 を 養 う も の と す る 。

（ 研 究 科 の 設 置 等 ）
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第 ４ 条 本 学 大 学 院 に 看 護 学 研 究 科 及 び 診 療 放 射 線 学 研 究 科 （ 以 下 「 研 究 科 」 と い

う 。 ） を 置 く 。

２ 研 究 科 の 目 的 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 掲 げ る も の

と す る 。

一 看 護 学 研 究 科 様 々 な 地 域 で 生 活 す る 人 々 の 生 涯 に わ た る 健 康 水 準 の 維 持 及 び

向 上 へ の 貢 献 に 向 け た 科 学 的 根 拠 に 基 づ く 看 護 の 実 践 を 究 極 の 目 的 と し 、 革 新 さ

れ 続 け る 看 護 学 及 び 看 護 教 育 学 の 充 実 、 発 展 及 び 次 の 革 新 に 向 け た 研 究 を 推 進 す

る と と も に 、 こ れ ら の 研 究 の 成 果 を 基 に ス タ ッ フ ・ デ ィ ベ ロ ッ プ メ ン ト （ 質 の 高

い 教 育 を 展 開 で き る 看 護 職 者 の 育 成 を い う 。 ） 及 び フ ァ カ ル テ ィ ・ デ ィ ベ ロ ッ プ

メ ン ト （ 質 の 高 い 教 育 研 究 を 展 開 で き る 看 護 教 員 の 育 成 を い う 。 ） に 向 け 継 続 的

か つ 自 律 的 な 学 習 を 支 援 で き る 人 材 を 育 成 す る 。

二 診 療 放 射 線 学 研 究 科 地 域 保 健 医 療 に お い て 診 療 放 射 線 学 に 関 す る 指 導 的 立 場

に 立 ち 、 多 様 な 実 務 の 遂 行 を 可 能 に す る 能 力 、 実 践 的 な 研 究 を 行 う 能 力 及 び 問 題

解 決 能 力 を 有 す る 高 度 医 療 専 門 職 者 、 診 療 放 射 線 学 の 学 問 的 体 系 化 と 放 射 線 画 像

検 査 学 及 び 放 射 線 治 療 検 査 学 の 新 た な 技 術 革 新 を 積 極 的 に 推 進 で き る 研 究 者 と し

て の 基 礎 的 能 力 を 持 っ た 人 材 並 び に 医 療 専 門 職 者 の 養 成 に 貢 献 で き る 教 育 者 と し

て の 基 礎 的 能 力 を 持 っ た 人 材 を 養 成 す る 。

３ 研 究 科 の 専 攻 、 課 程 及 び 学 生 定 員 は 、 次 の と お り と す る 。

学 生 定 員

研 究 科 専 攻 課 程

入 学 定 員 収 容 定 員

博 士 前 期 課 程 ８ 人 １ ６ 人

看 護 学 研 究 科 看 護 学 専 攻

博 士 後 期 課 程 ２ 人 ６ 人

博 士 前 期 課 程 ３ 人 ６ 人

診 療 放 射 線 学 研 究 科 診 療 放 射 線 学 専 攻

博 士 後 期 課 程 ２ 人 ６ 人

計 １ ５ 人 ３ ４ 人

（ 職 員 ）

第 ５ 条 本 学 大 学 院 に 教 授 、 准 教 授 、 講 師 、 助 教 、 助 手 、 事 務 職 員 、 技 術 職 員 そ の 他

の 職 員 を 置 く 。

２ 前 項 の 職 員 は 、 県 立 県 民 健 康 科 学 大 学 の 職 員 を も っ て 充 て る 。

（ 研 究 科 長 ）

第 ６ 条 研 究 科 に 、 研 究 科 長 を 置 く 。

２ 研 究 科 長 は 、 研 究 科 に 関 す る 事 項 を 所 掌 し 、 所 属 職 員 を 指 揮 監 督 す る 。

（ 研 究 科 委 員 会 ）

第 ７ 条 研 究 科 に 研 究 科 の 教 授 を も っ て 組 織 す る 研 究 科 委 員 会 を 置 く 。

２ 研 究 科 委 員 会 が 必 要 と 認 め る と き は 、 研 究 科 委 員 会 の 組 織 に 研 究 科 の 准 教 授 、 常
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勤 の 講 師 及 び 助 教 を 加 え る こ と が で き る 。

３ 研 究 科 委 員 会 は 、 次 項 及 び 第 ５ 項 に 定 め る も の の ほ か 、 研 究 科 の 教 員 の 採 用 の た

め の 選 考 そ の 他 法 令 に 基 づ く 権 限 を 行 う 。

４ 研 究 科 委 員 会 は 、 学 長 が 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 決 定 を 行 う に 当 た り 意 見 を 述 べ

る も の と す る 。

一 研 究 科 の 学 生 の 入 学 、 課 程 の 修 了

二 研 究 科 の 学 生 の 学 位 の 授 与

三 前 ２ 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 教 育 研 究 に 関 す る 重 要 な 事 項 で 、 学 校 教 育 法 （ 昭

和 ２ ２ 年 法 律 第 ２ ６ 号 ） 第 ９ ３ 条 第 ２ 項 第 ３ 号 の 規 定 に よ り 学 長 が 定 め る も の

５ 研 究 科 委 員 会 は 、 前 項 に 定 め る も の の ほ か 、 学 長 及 び 研 究 科 長 （ 以 下 こ の 項 に お

い て 「 学 長 等 」 と い う 。 ） が つ か さ ど る 教 育 研 究 に 関 す る 事 項 に つ い て 審 議 し 、 及

び 学 長 等 の 求 め に 応 じ 、 意 見 を 述 べ る こ と が で き る 。

６ 研 究 科 委 員 会 に 議 長 を 置 き 、 研 究 科 長 を も っ て 充 て る 。

７ 議 長 に 事 故 が あ る と き 、 又 は 議 長 が 欠 け た と き は 、 研 究 科 委 員 会 で そ の 職 務 を 代

理 す る 者 を 定 め る 。

８ 議 長 は 、 研 究 科 委 員 会 を 主 宰 す る 。

９ 前 各 項 に 定 め る も の の ほ か 、 研 究 科 委 員 会 の 組 織 及 び 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、

別 に 定 め る 。

第 ３ 章 学 年 、 学 期 及 び 休 業 日

（ 学 年 ）

第 ８ 条 学 年 は 、 毎 年 ４ 月 １ 日 に 始 ま り 、 翌 年 ３ 月 ３ １ 日 に 終 わ る 。

（ 学 期 ）

第 ９ 条 学 年 を 分 け て 、 次 の ２ 学 期 と す る 。

一 前 期 ４ 月 １ 日 か ら ９ 月 ３ ０ 日 ま で

二 後 期 １ ０ 月 １ 日 か ら 翌 年 ３ 月 ３ １ 日 ま で

（ 休 業 日 ）

第 １ ０ 条 休 業 日 は 、 次 に 掲 げ る と お り と す る 。

一 日 曜 日 及 び 土 曜 日

二 国 民 の 祝 日 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 ２ ３ 年 法 律 第 １ ７ ８ 号 ） に 規 定 す る 休 日

三 群 馬 県 民 の 日 １ ０ 月 ２ ８ 日

四 春 季 休 業

五 夏 季 休 業

六 冬 季 休 業

２ 前 項 第 ４ 号 か ら 第 ６ 号 ま で に 規 定 す る 休 業 日 の 期 間 に つ い て は 、 別 に 定 め る 。

３ 県 立 県 民 健 康 科 学 大 学 の 学 長 （ 以 下 「 学 長 」 と い う 。 ） が 必 要 と 認 め た と き は 、

第 １ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 休 業 日 を 変 更 し 、 又 は 臨 時 に 休 業 日 を 定 め る こ と が で

き る 。

第 ４ 章 標 準 修 業 年 限 、 長 期 に わ た る 教 育 課 程 の 履 修 及 び 在 学 期 間

（ 標 準 修 業 年 限 ）
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第 １ １ 条 博 士 前 期 課 程 の 標 準 修 業 年 限 は ２ 年 と し 、 博 士 後 期 課 程 の 標 準 修 業 年 限 は

３ 年 と す る 。

（ 長 期 に わ た る 教 育 課 程 の 履 修 ）

第 １ ２ 条 学 長 は 、 学 生 が 職 業 に 就 い て い る 等 の 事 情 に よ り 、 前 条 に 規 定 す る 標 準 修

業 年 限 を 超 え て 一 定 の 期 間 に わ た り 計 画 的 に 教 育 課 程 を 履 修 し て 修 了 す る こ と を 希

望 す る 旨 を 申 し 出 た と き は 、 審 査 の 上 、 そ の 計 画 的 な 履 修 を 認 め る こ と が で き る 。

（ 在 学 期 間 ）

第 １ ３ 条 在 学 期 間 は 、 博 士 前 期 課 程 に あ っ て は ４ 年 を 、 博 士 後 期 課 程 に あ っ て は ６

年 を 超 え る こ と が で き な い 。

２ 第 ２ ２ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 入 学 を 許 可 さ れ た 者 に あ っ て は 、 同 条 第 ３ 項 の 規 定

に よ り 定 め ら れ た 在 学 す べ き 年 数 の ２ 倍 に 相 当 す る 期 間 を 超 え て 在 学 す る こ と が で

き な い 。

第 ５ 章 入 学 、 休 学 、 復 学 、 退 学 、 転 学 、 除 籍 、 再 入 学 、 転 入 学 、 編 入 学 及 び

留 学

（ 入 学 時 期 ）

第 １ ４ 条 本 学 大 学 院 の 入 学 の 時 期 は 、 学 年 の 始 め と す る 。

２ 学 長 は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 本 学 大 学 院 に お い て 教 育 研 究 上 支 障 が な い と

認 め る と き は 、 別 に 定 め る と こ ろ に よ り 、 入 学 の 時 期 を 後 期 の 始 め と す る こ と が で

き る 。

（ 入 学 資 格 ）

第 １ ５ 条 博 士 前 期 課 程 に 入 学 す る こ と が で き る 者 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す

る 者 で な け れ ば な ら な い 。

一 学 校 教 育 法 第 ８ ３ 条 に 規 定 す る 大 学 （ 第 ８ 号 及 び 第 １ ２ 号 に お い て 「 大 学 」 と

い う 。 ） を 卒 業 し た 者

二 学 校 教 育 法 第 １ ０ ４ 条 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 学 士 の 学 位 を 授 与 さ れ た 者

三 外 国 に お い て 、 学 校 教 育 に お け る １ ６ 年 の 課 程 を 修 了 し た 者

四 外 国 の 学 校 が 行 う 通 信 教 育 に お け る 授 業 科 目 を 我 が 国 に お い て 履 修 す る こ と に

よ り 当 該 外 国 の 学 校 教 育 に お け る １ ６ 年 の 課 程 を 修 了 し た 者

五 我 が 国 に お い て 、 外 国 の 大 学 の 課 程 （ そ の 修 了 者 が 当 該 外 国 の 学 校 教 育 に お け

る １ ６ 年 の 課 程 を 修 了 し た と さ れ る も の に 限 る 。 ） を 有 す る も の と し て 当 該 外 国

の 学 校 教 育 制 度 に お い て 位 置 付 け ら れ た 教 育 施 設 で あ っ て 、 文 部 科 学 大 臣 が 指 定

す る も の の 当 該 課 程 を 修 了 し た 者

六 専 修 学 校 の 専 門 課 程 （ 修 業 期 間 が ４ 年 以 上 で あ る こ と そ の 他 の 文 部 科 学 大 臣 が

定 め る 基 準 を 満 た す も の に 限 る 。 ） で 文 部 科 学 大 臣 が 指 定 す る も の を 文 部 科 学 大

臣 が 定 め る 日 以 後 に 修 了 し た 者

七 学 校 教 育 法 施 行 規 則 （ 昭 和 ２ ２ 年 文 部 省 令 第 １ １ 号 ） 第 １ ５ ５ 条 第 １ 項 第 ６ 号

の 規 定 に よ り 文 部 科 学 大 臣 が 指 定 し た 者

八 大 学 に ３ 年 以 上 在 学 し た 者 で あ っ て 、 所 定 の 単 位 を 優 れ た 成 績 を も っ て 修 得 し

た 者 と 本 学 大 学 院 に お い て 認 め た も の
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九 外 国 に お い て 学 校 教 育 に お け る １ ５ 年 の 課 程 を 修 了 し た 者 で あ っ て 、 所 定 の 単

位 を 優 れ た 成 績 を も っ て 修 得 し た 者 と 本 学 大 学 院 に お い て 認 め た も の

十 外 国 の 学 校 が 行 う 通 信 教 育 に お け る 授 業 科 目 を 我 が 国 に お い て 履 修 す る こ と に

よ り 当 該 外 国 の 学 校 教 育 に お け る １ ５ 年 の 課 程 を 修 了 し た 者 で あ っ て 、 所 定 の 単

位 を 優 れ た 成 績 を も っ て 修 得 し た 者 と 本 学 大 学 院 に お い て 認 め た も の

十 一 我 が 国 に お い て 、 外 国 の 大 学 の 課 程 （ そ の 修 了 者 が 当 該 外 国 の 学 校 教 育 に お

け る １ ５ 年 の 課 程 を 修 了 し た と さ れ る も の に 限 る 。 ） を 有 す る も の と し て 当 該 外

国 の 学 校 教 育 制 度 に お い て 位 置 付 け ら れ た 教 育 施 設 で あ っ て 、 文 部 科 学 大 臣 が 指

定 す る も の の 当 該 課 程 を 修 了 し 、 か つ 、 本 学 大 学 院 に お い て 、 所 定 の 単 位 を 優 れ

た 成 績 を も っ て 修 得 し た 者 と 認 め た も の

十 二 本 学 大 学 院 に お い て 、 個 別 の 入 学 資 格 審 査 に よ り 、 大 学 を 卒 業 し た 者 と 同 等

以 上 の 学 力 が あ る と 認 め た 者 で あ っ て 、 ２ ２ 歳 に 達 し た も の

２ 博 士 後 期 課 程 に 入 学 す る こ と が で き る 者 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 で

な け れ ば な ら な い 。

一 修 士 の 学 位 又 は 専 門 職 学 位 を 有 す る 者

二 外 国 に お い て 修 士 の 学 位 又 は 専 門 職 学 位 に 相 当 す る 学 位 を 授 与 さ れ た 者

三 外 国 の 学 校 が 行 う 通 信 教 育 に お け る 授 業 科 目 を 我 が 国 に お い て 履 修 し 、 修 士 の

学 位 又 は 専 門 職 学 位 に 相 当 す る 学 位 を 授 与 さ れ た 者

四 我 が 国 に お い て 、 外 国 の 大 学 院 の 課 程 を 有 す る も の と し て 当 該 外 国 の 学 校 教 育

制 度 に お い て 位 置 づ け ら れ た 教 育 施 設 で あ っ て 、 文 部 科 学 大 臣 が 別 に 指 定 す る も

の の 当 該 課 程 を 修 了 し 、 修 士 の 学 位 又 は 専 門 職 学 位 に 相 当 す る 学 位 を 授 与 さ れ た

者

五 外 国 の 学 校 又 は 前 号 の 指 定 を 受 け た 教 育 施 設 の 教 育 課 程 を 履 修 し 、 大 学 院 設 置

基 準 （ 昭 和 ４ ９ 年 文 部 省 令 第 ２ ８ 号 ） 第 １ ６ 条 の ２ に 規 定 す る 試 験 及 び 審 査 に 相

当 す る も の に 合 格 し 、 修 士 の 学 位 を 有 す る 者 と 同 等 以 上 の 学 力 が あ る と 認 め ら れ

た 者

六 文 部 科 学 大 臣 の 指 定 し た 者

七 本 学 大 学 院 に お い て 、 個 別 の 入 学 資 格 審 査 に よ り 、 修 士 の 学 位 又 は 専 門 職 学 位

を 有 す る 者 と 同 等 以 上 の 学 力 が あ る と 認 め た 者 で 、 ２ ４ 歳 に 達 し た も の

（ 入 学 志 願 の 手 続 ）

第 １ ６ 条 本 学 大 学 院 に 入 学 を 志 願 す る 者 は 、 本 学 大 学 院 所 定 の 書 類 に 入 学 試 験 料 を

添 え て 所 定 の 期 日 ま で に 学 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

（ 入 学 者 の 選 考 ）

第 １ ７ 条 前 条 の 規 定 に よ り 入 学 を 志 願 す る 者 に つ い て 、 別 に 定 め る と こ ろ に よ り 選

考 を 行 う 。

（ 入 学 手 続 及 び 入 学 許 可 ）

第 １ ８ 条 前 条 の 選 考 に 合 格 し た 者 は 、 本 学 大 学 院 所 定 の 書 類 に 入 学 料 を 添 え て こ れ

を 指 定 の 期 間 内 に 学 長 へ 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

２ 学 長 は 、 前 項 の 入 学 手 続 を 完 了 し た 者 に 対 し 、 研 究 科 委 員 会 の 意 見 を 聴 い て 、 入
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学 を 許 可 す る 。

（ 休 学 及 び 復 学 ）

第 １ ９ 条 学 生 は 、 病 気 そ の 他 や む を 得 な い 理 由 の た め 、 引 き 続 き ３ 月 以 上 修 学 す る

こ と が 困 難 な と き は 、 学 長 に 願 い 出 て 、 そ の 許 可 を 受 け て 休 学 す る こ と が で き る 。

２ 学 長 は 、 病 気 そ の 他 の 理 由 に よ り 修 学 す る こ と が 不 適 当 と 認 め ら れ る 学 生 に 対 し

て 休 学 を 命 ず る こ と が で き る 。

３ 前 ２ 項 の 規 定 に よ る 休 学 の 期 間 （ 以 下 「 休 学 期 間 」 と い う 。 ） は 、 引 き 続 き １ 年

を 超 え る こ と が で き な い 。 た だ し 、 学 長 は 、 特 別 な 理 由 が あ る と 認 め る と き は 、 休

学 期 間 を 延 長 し て 許 可 す る こ と が で き る 。

４ 休 学 期 間 は 、 通 算 し て ２ 年 を 超 え る こ と が で き な い 。

５ 休 学 期 間 は 、 第 １ ３ 条 の 在 学 期 間 に 算 入 し な い 。

６ 学 生 は 、 休 学 期 間 が 満 了 し た と き 、 又 は 休 学 期 間 中 に そ の 理 由 が 消 滅 し た と き は 、

学 長 に 願 い 出 て 、 そ の 許 可 を 受 け て 復 学 す る こ と が で き る 。

（ 退 学 及 び 転 学 ）

第 ２ ０ 条 学 生 は 、 退 学 及 び 転 学 を 希 望 す る と き は 、 そ の 理 由 を 具 し て 、 学 長 に 願 い

出 て 、 そ の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

（ 除 籍 ）

第 ２ １ 条 学 長 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 を 除 籍 す る こ と が で き る 。

一 正 当 な 理 由 が な く 授 業 料 を 滞 納 し 、 か つ 、 督 促 を 受 け て も な お 納 付 し な い 者

二 第 １ ３ 条 各 項 に 規 定 す る 期 間 を 超 え た 者

三 休 学 期 間 が ２ 年 を 超 え て な お 復 学 で き な い 者

四 死 亡 又 は 長 期 間 行 方 不 明 の 者

（ 再 入 学 、 転 入 学 及 び 編 入 学 ）

第 ２ ２ 条 学 長 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 に つ い て は 、 第 １ ６ 条 か ら 第

１ ８ 条 ま で の 規 定 に か か わ ら ず 、 選 考 の 上 、 研 究 科 委 員 会 の 意 見 を 聴 い て 、 本 学 大

学 院 へ の 入 学 を 許 可 す る こ と が で き る 。

一 本 学 大 学 院 を や む を 得 な い 理 由 で 退 学 し 、 又 は 除 籍 さ れ た 者 で 、 退 学 又 は 除 籍

後 同 一 の 専 攻 へ の 再 入 学 を 志 望 す る 者

二 他 の 大 学 院 に 在 学 す る 者 で 、 本 学 大 学 院 に 転 入 学 を 志 望 す る 者

三 本 学 大 学 院 又 は 他 の 大 学 院 を 修 了 し 、 又 は 退 学 し た 者 で 、 本 学 大 学 院 に 編 入 学

を 志 望 す る 者

２ 前 項 の 選 考 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 学 長 が 別 に 定 め る 。

３ 第 １ 項 の 規 定 に よ り 入 学 を 許 可 さ れ た 者 の 既 に 修 得 し た 授 業 科 目 及 び 単 位 数 の 取

扱 い 並 び に 在 学 す べ き 年 数 に 関 す る 事 項 は 、 別 に 定 め る 。

（ 留 学 ）

第 ２ ３ 条 学 長 は 、 教 育 上 有 益 と 認 め る と き は 、 学 生 が 外 国 の 大 学 院 の 授 業 科 目 を 履

修 す る た め に 留 学 す る こ と を 認 め る こ と が で き る 。

２ 前 項 の 規 定 に よ る 留 学 の 期 間 は 、 在 学 期 間 に 算 入 す る 。

３ 留 学 に 関 す る 事 項 は 、 別 に 定 め る 。
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第 ６ 章 教 育 課 程 及 び 履 修 方 法

（ 教 育 方 法 ）

第 ２ ４ 条 本 学 大 学 院 の 教 育 は 、 授 業 科 目 の 授 業 （ 以 下 「 授 業 」 と い う 。 ） 及 び 学 位

論 文 の 作 成 に 対 す る 指 導 （ 以 下 「 研 究 指 導 」 と い う 。 ） に よ り 行 う 。

（ 授 業 科 目 の 種 類 等 ）

第 ２ ５ 条 研 究 科 に お け る 授 業 科 目 の 種 類 、 単 位 数 、 履 修 方 法 等 に つ い て は 、 別 に 定

め る 。

（ 単 位 の 計 算 方 法 ）

第 ２ ６ 条 各 授 業 科 目 の 単 位 数 は 、 １ 単 位 ４ ５ 時 間 の 学 修 を 必 要 と す る 内 容 を も っ て

構 成 す る こ と を 標 準 と し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 授 業 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号

に 掲 げ る 基 準 に よ り 算 出 す る も の と す る 。

一 講 義 及 び 演 習 １ ５ 時 間 又 は ３ ０ 時 間 の 授 業 を も っ て １ 単 位 と す る 。

二 実 験 、 実 習 及 び 実 技 ３ ０ 時 間 又 は ４ ５ 時 間 の 授 業 を も っ て １ 単 位 と す る 。

２ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 学 長 は 、 別 に 定 め る 授 業 科 目 に つ い て 、 次 の 各 号 に 掲

げ る 授 業 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 掲 げ る 基 準 に よ り そ の 単 位 数 を 定 め る

こ と が で き る 。

一 講 義 及 び 演 習 １ ５ 時 間 か ら ３ ０ 時 間 ま で の 範 囲 内 で 定 め る 時 間 の 授 業 を も っ

て 一 単 位 と す る こ と 。

二 実 験 、 実 習 及 び 実 技 ３ ０ 時 間 か ら ４ ５ 時 間 ま で の 範 囲 内 で 定 め る 時 間 の 授 業

を も っ て １ 単 位 と す る こ と 。

（ 評 価 基 準 等 の 明 示 ）

第 ２ ７ 条 研 究 科 は 、 授 業 及 び 研 究 指 導 の 方 法 及 び 内 容 並 び に １ 年 間 の 授 業 及 び 研 究

指 導 の 計 画 を 明 示 す る も の と す る 。

２ 学 修 の 成 果 、 学 位 論 文 の 評 価 及 び 修 了 の 認 定 に 当 た っ て は 、 客 観 性 及 び 厳 格 性 を

確 保 す る た め 、 そ の 基 準 を あ ら か じ め 明 示 す る と と も に 、 当 該 基 準 に 従 っ て 適 切 に

行 う も の と す る 。

（ 単 位 の 授 与 及 び 学 修 の 評 価 ）

第 ２ ８ 条 授 業 科 目 を 履 修 し た 学 生 に 対 し 、 試 験 の 上 、 合 格 し た 者 に 所 定 の 単 位 を 与

え る も の と す る 。

２ 学 修 の 評 価 は 、 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ 及 び Ｆ の 評 語 で 表 し 、 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 及 び Ｄ を 合 格 と

す る 。

３ 学 修 の 評 価 に 関 す る 事 項 は 、 別 に 定 め る 。

（ 教 育 内 容 等 の 改 善 の た め の 組 織 的 な 研 修 等 ）

第 ２ ９ 条 研 究 科 は 、 授 業 及 び 研 究 指 導 の 内 容 及 び 方 法 の 改 善 を 図 る た め 、 組 織 的 な

研 修 及 び 研 究 を 実 施 す る も の と す る 。

２ 前 項 の 組 織 的 な 研 修 及 び 研 究 を 実 施 す る 体 制 に つ い て は 、 別 に 定 め る 。

（ 他 の 大 学 院 等 の 授 業 科 目 の 履 修 ）

第 ３ ０ 条 学 長 は 、 教 育 上 有 益 と 認 め る と き は 、 学 生 が 本 学 大 学 院 の 定 め る と こ ろ に

よ り 他 の 大 学 院 等 に お い て 履 修 し た 授 業 科 目 に つ い て 修 得 し た 単 位 を 、 １ ０ 単 位 を
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超 え な い 範 囲 で 本 学 大 学 院 に お け る 授 業 科 目 の 履 修 に よ り 修 得 し た も の と み な す こ

と が で き る 。

２ 前 項 の 規 定 は 、 学 生 が 外 国 の 大 学 院 に 留 学 す る 場 合 及 び 外 国 の 大 学 院 が 行 う 通 信

教 育 に お け る 授 業 科 目 を 国 内 に お い て 履 修 す る 場 合 に つ い て 準 用 す る 。

（ 入 学 前 の 既 修 得 単 位 等 の 認 定 ）

第 ３ １ 条 本 学 大 学 院 は 、 教 育 上 有 益 と 認 め る と き は 、 学 生 が 本 学 大 学 院 に 入 学 す る

前 に 大 学 院 等 に お い て 履 修 し た 授 業 科 目 に つ い て 修 得 し た 単 位 を 、 本 学 大 学 院 に 入

学 し た 後 の 本 学 大 学 院 に お け る 授 業 科 目 の 履 修 に よ り 修 得 し た も の と み な す こ と が

で き る 。

２ 前 項 の 規 定 に よ り 修 得 し た も の と み な す こ と が で き る 単 位 数 は 、 転 入 学 及 び 編 入

学 の 場 合 を 除 き 、 本 学 大 学 院 に お い て 修 得 し た 単 位 以 外 の も の に つ い て は 、 １ ０ 単

位 を 超 え な い も の と す る 。

（ 教 育 方 法 の 特 例 ）

第 ３ ２ 条 本 学 大 学 院 は 、 教 育 上 特 別 の 必 要 が あ る と 認 め る 場 合 に は 、 夜 間 そ の 他 特

定 の 時 間 又 は 時 期 に お い て 授 業 又 は 研 究 指 導 を 行 う 等 の 適 当 な 方 法 に よ り 教 育 を 行

う こ と が で き る 。

第 ７ 章 修 了 及 び 学 位

（ 修 了 要 件 ）

第 ３ ３ 条 学 長 は 、 博 士 前 期 課 程 に ２ 年 （ 第 ２ ２ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 入 学 し た 者 に

つ い て は 、 同 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 定 め ら れ た 在 学 す べ き 年 数 ） 以 上 在 学 し 、 別 に

定 め る 所 定 の 単 位 以 上 を 修 得 し 、 か つ 、 必 要 な 研 究 指 導 を 受 け た 上 、 本 学 大 学 院 の

行 う 修 士 論 文 の 審 査 及 び 最 終 試 験 に 合 格 し た 者 に 対 し 、 研 究 科 委 員 会 の 意 見 を 聴 い

て 、 博 士 前 期 課 程 の 修 了 を 認 定 す る 。 た だ し 、 在 学 期 間 に 関 し て は 、 優 れ た 業 績 を

あ げ た 者 に つ い て は 、 本 学 大 学 院 に １ 年 以 上 在 学 す れ ば 足 り る も の と す る こ と が で

き る 。

２ 学 長 は 、 博 士 後 期 課 程 に ３ 年 （ 第 ２ ２ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 入 学 し た 者 に つ い て

は 、 同 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 定 め ら れ た 在 学 す べ き 年 数 ） 以 上 在 学 し 、 別 に 定 め る

所 定 の 単 位 以 上 を 修 得 し 、 か つ 、 必 要 な 研 究 指 導 を 受 け た 上 、 本 学 大 学 院 の 行 う 博

士 論 文 の 審 査 及 び 最 終 試 験 に 合 格 し た 者 に 対 し 、 博 士 後 期 課 程 の 修 了 を 認 定 す る 。

た だ し 、 在 学 期 間 に 関 し て は 、 優 れ た 業 績 を あ げ た 者 に つ い て は 、 本 学 大 学 院 に ２

年 以 上 在 学 す れ ば 足 り る も の と す る こ と が で き る 。

３ 学 位 論 文 の 審 査 及 び 最 終 試 験 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 学 長 が 別 に 定 め る 。

（ 学 位 ）

第 ３ ４ 条 学 長 は 、 前 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 博 士 前 期 課 程 の 修 了 を 認 定 し た 者 に 対 し 、

研 究 科 委 員 会 の 意 見 を 聴 い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 区 分 に 従 い 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に

定 め る 修 士 の 学 位 を 授 与 す る 。

一 看 護 学 研 究 科 看 護 学 専 攻 修 士 （ 看 護 学 ）

二 診 療 放 射 線 学 研 究 科 診 療 放 射 線 学 専 攻 修 士 （ 放 射 線 学 ）

２ 学 長 は 、 前 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 博 士 後 期 課 程 の 修 了 を 認 定 し た 者 に 対 し 、 次 の
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各 号 に 掲 げ る 区 分 に 従 い 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め る 博 士 の 学 位 を 授 与 す る 。

一 看 護 学 研 究 科 看 護 学 専 攻 博 士 （ 看 護 学 ）

二 診 療 放 射 線 学 研 究 科 診 療 放 射 線 学 専 攻 博 士 （ 放 射 線 学 ）

３ 学 位 の 授 与 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 別 に 定 め る 。

第 ８ 章 賞 罰

（ 表 彰 ）

第 ３ ５ 条 学 長 は 、 学 生 が 学 業 、 操 行 そ の 他 の 活 動 に お い て 優 れ た 成 績 を あ げ 、 他 の

模 範 と な る 場 合 に は 、 こ れ を 表 彰 す る こ と が で き る 。

２ 表 彰 に 関 す る 事 項 は 、 別 に 定 め る 。

（ 懲 戒 ）

第 ３ ６ 条 学 長 は 、 本 学 大 学 院 の 学 則 そ の 他 の 規 律 を 遵 守 せ ず 、 又 は 学 生 の 本 分 に 反

す る 行 為 が あ っ た 学 生 に 対 し 、 懲 戒 と し て 訓 告 、 停 学 又 は 退 学 の 処 分 を す る こ と が

で き る 。

２ 前 項 の 退 学 の 処 分 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 に 対 し て 行 う 。

一 性 行 不 良 で 改 善 の 見 込 み が な い と 認 め ら れ る 者

二 学 力 劣 等 で 成 業 の 見 込 み が な い と 認 め ら れ る 者

三 正 当 の 理 由 が な く 出 席 が 常 で な い 者

四 学 内 の 秩 序 を 乱 し 、 そ の 他 学 生 と し て の 本 分 に 著 し く 反 し た 者

３ 前 項 に 定 め る も の の ほ か 、 懲 戒 に 関 す る 事 項 は 、 別 に 定 め る 。

第 ９ 章 聴 講 生 、 特 別 聴 講 学 生 、 科 目 等 履 修 生 、 研 究 生 及 び 外 国 人 留 学 生

（ 聴 講 生 ）

第 ３ ７ 条 学 長 は 、 本 学 大 学 院 に お い て 特 定 の 授 業 科 目 を 聴 講 す る こ と を 志 望 す る 者

が あ る と き は 、 選 考 の 上 、 聴 講 生 と し て 聴 講 を 許 可 す る こ と が で き る 。

（ 特 別 聴 講 学 生 ）

第 ３ ８ 条 学 長 は 、 他 の 大 学 の 大 学 院 又 は 外 国 の 大 学 の 大 学 院 の 学 生 で 、 本 学 大 学 院

に お い て 特 定 の 授 業 科 目 を 履 修 す る こ と を 志 望 す る 者 が あ る と き は 、 当 該 他 の 大 学

の 大 学 院 又 は 外 国 の 大 学 の 大 学 院 と の 協 議 に 基 づ き 、 選 考 の 上 、 特 別 聴 講 学 生 と し

て 聴 講 を 許 可 し 、 単 位 の 修 得 の 認 定 を す る こ と が で き る 。

（ 科 目 等 履 修 生 ）

第 ３ ９ 条 学 長 は 、 本 学 大 学 院 の 学 生 以 外 の 者 で 、 本 学 大 学 院 の 一 又 は 複 数 の 授 業 科

目 を 履 修 し よ う と す る 者 が あ る と き は 、 選 考 の 上 、 科 目 等 履 修 生 と し て 履 修 を 許 可

し 、 単 位 を 与 え る こ と が で き る 。

（ 研 究 生 ）

第 ４ ０ 条 学 長 は 、 本 学 大 学 院 に お い て 特 定 の 専 門 事 項 に つ い て 研 究 す る こ と を 志 望

す る 者 が あ る と き は 、 選 考 の 上 、 研 究 生 と し て 研 究 を 許 可 す る こ と が で き る 。

（ 外 国 人 留 学 生 ）

第 ４ １ 条 学 長 は 、 外 国 人 で 本 学 大 学 院 に 留 学 生 と し て 入 学 を 志 望 す る 者 が あ る と き

は 、 選 考 の 上 、 入 学 を 許 可 す る こ と が で き る 。

（ 研 究 生 等 の 規 程 ）



10

第 ４ ２ 条 聴 講 生 、 特 別 聴 講 学 生 、 科 目 等 履 修 生 、 研 究 生 及 び 外 国 人 留 学 生 に 係 る 入

学 、 履 修 方 法 そ の 他 必 要 な 事 項 は 、 学 長 が 別 に 定 め る 。

第 １ ０ 章 入 学 試 験 料 、 入 学 料 及 び 授 業 料

（ 授 業 料 等 ）

第 ４ ３ 条 入 学 試 験 料 、 入 学 料 、 授 業 料 そ の 他 の 費 用 の 徴 収 に つ い て は 、 群 馬 県 立 県

民 健 康 科 学 大 学 条 例 （ 平 成 １ ６ 年 群 馬 県 条 例 第 ６ ４ 号 ） の 定 め る と こ ろ に よ る 。

２ 納 付 し た 入 学 試 験 料 、 入 学 料 、 授 業 料 等 は 、 返 還 し な い 。 た だ し 、 知 事 が 特 に 必

要 と 認 め る と き は 、 こ の 限 り で な い 。

第 １ １ 章 雑 則

（ 委 任 ）

第 ４ ４ 条 こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 規 則 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 学 長

が 別 に 定 め る 。

附 則

１ こ の 規 則 は 、 平 成 ２ １ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 規 則 の 施 行 前 に 本 学 大 学 院 の 開 学 準 備 事 務 と し て 行 っ た 平 成 ２ １ 年 度 の 入 学

生 に 係 る 入 学 者 の 選 考 及 び 入 学 手 続 に つ い て は 、 第 １ ６ 条 か ら 第 １ ８ 条 ま で の 規 定

に 基 づ い て 行 っ た 入 学 者 の 選 考 及 び 入 学 手 続 と み な す 。

附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 ２ ７ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

附 則

１ こ の 規 則 は 、 平 成 ２ ８ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 規 則 の 施 行 前 に 本 学 大 学 院 の 開 学 準 備 事 務 と し て 行 っ た 平 成 ２ ８ 年 度 の 入 学

生 に 係 る 入 学 者 の 選 考 及 び 入 学 手 続 に つ い て は 、 第 １ ６ 条 か ら 第 １ ８ 条 ま で の 規 定

に 基 づ い て 行 っ た 入 学 者 の 選 考 及 び 入 学 手 続 と み な す 。
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群馬県立県民健康科学大学大学院看護学研究科委員会規程

（趣旨）

第１条 この規程は、群馬県立県民健康科学大学大学院学則（平成２１年群馬県規則第３

９号）第７条第７項の規定に基づき、群馬県立県民健康科学大学大学院看護学研究科委

員会(以下「研究科委員会」という。)の組織及び運営その他必要な事項を定めるものと

する。

（組織）

第２条 研究科委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。

(1) 研究科長

(2) 研究科の教育を担当する教授

２ 前項の研究科委員会の定めるところにより、研究科の教育を担当する准教授、常勤の

講師及び助教を加えることができる。

（会議の招集）

第３条 研究科委員会は、研究科長が招集し、その議長となる。

２ 議長に事故があるとき、又は議長が欠けたときは、研究科委員会において互選された

教授がその職務を代理する。

３ 議長は、研究科委員会構成員の３分の１以上の要求があるときは、研究科委員会を招

集しなければならない。

（会議の定足数）

第４条 研究科委員会は、構成員の３分の２以上の出席により開催する。

（議決）

第５条 研究科委員会の議事は、他に特別の規定がない場合には、出席する構成員の過半

数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

（構成員以外の出席）

第６条 議長が必要と認めた場合は、研究科委員会構成員以外の者を会議に出席させるこ

とができる。

（会議の公開）

第７条 会議は、公開とする。ただし、次の各号のいずれかに該当する場合は、この限り

ではない。

(1) 法令等の規定により、会議が非公開とされている場合

(2) 群馬県情報公開条例（平成１２年群馬県条例第８３号）第１４条に規定する非開示

情報に該当すると認められる事項について審議し、又は権限を行おうとする場合

(3) 前２号に掲げるもののほか会議を公開することにより、会議の公正かつ円滑な進行

を著しい支障が生じると認められるものと研究科委員会が決定した場合

２ 議長は、前項ただし書の規定により、会議を公開しないときは、その理由を明らかに
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しなければならない。

（事務）

第８条 研究科委員会の事務は、教務係で処理する。

（委任）

第９条 この規程に定めるもののほか、研究科委員会の議事の手続その他運営上の必要事

項は、研究科委員会の議を経て各研究科長が定める。

附 則

１ この規程は、平成２１年４月１日から施行する。
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